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研究成果の概要（和文）：文中の要素（語句）同士の結びつきには様々なものが存在し、それらが即時的に処理され、
その結果わたしたちは驚くべき速度で文を理解することができる。その結びつきのことを文法的依存関係と呼ぶが、そ
の処理がまれに失敗することを示唆する文法性の錯覚現象とよばれる観察を手がかりに、文法的依存関係の処理メカニ
ズムを探った。文法的依存関係に及ぼす距離の効果や、錯覚現象と距離の効果の関係について調査を進めることができ
た。また依存関係の種類について比較をし、その効果の強さを探った。

研究成果の概要（英文）：There are various kinds of connections among elements (words and phrases) in a 
sentence, and we can comprehend sentences in an amazing pace because those “connections” are processed 
immediately. In the psycholinguistic literature, those connections among words and phrases are called 
grammatical dependencies. We examined the processing mechanism of grammatical dependencies through an 
observation called grammatical illusions where the processing mechanism failed the accurate processing. 
We investigated whether and how the length in the dependency influences the processing of the grammatical 
dependencies, and its relation to the grammatical illusion cases. Also, a few comparisons were made with 
respect to the type of dependencies and examined the strength of the effects.

研究分野： 心理言語学
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１．研究開始当初の背景 
1990 年代後半から、言語知識とその運用の
間に一線を画すそれまでの研究とは異なり，
両者をより密接なものであると考えて，統
語的研究で明らかにされた制約と文理解メ
カニズムの関係を実験的に探ろうとする研
究が盛んになってきた(Phillips, 1996 他)。
その中でも，空所と埋語の依存関係などの
文法的依存関係の処理過程は，これまでの
文処理研究で最も多く議論されてきたテー
マの 1 つである。近年，文法的依存関係の
詳細なメカニズムを解明する重要な鍵にな
ることが期待されている現象に文法性の錯
覚(grammatical illusion)がある。 
 しかし，これまでのところ，この文法性
の錯覚現象に関しては非常に限られた言語
（英語，ドイツ語等；Phillips, et al, 2010 を
参照のこと）でしか検証されておらず，正
確にかつ具体的には何が原因でこの現象が
起きているのか，また限られたいくつかの
言語の中で観察される特定の文法性の錯覚
現象は文解析器の同じメカニズムによって
生じているのか等，多くの疑問点が残され
ている。 
 
２．研究の目的 
(A) 文法性の錯覚現象の生起条件：文法
性の錯覚現象はどういう条件で生起しや
すいのか。 
(B) 文法的依存関係の種類と読み出しのモ
デル：文法的依存関係の種類によって錯覚
現象の生起条件が異なるか。 
(C) 統合処理の認知神経基盤：錯覚現象を
処理する際の時間的処理の流れはどうなっ
ているのか。また，その際の認知神経基盤
は何か。 
 
３．研究の方法 
割り込み効果 (Badecker & Straub, 2002, 
Drenhaus, et al., 2005, etc.)とは，文法性の錯
覚現象の一種である。例(1)のように，文中
の適切な先行詞による c-統御が必要な英語
の再帰代名詞(herself)について，話者がその
制約を満たさない別の名詞句(Katie)をあた
かも適切な先行詞であるかのように扱って
しまい，不適格な文を適格と判断してしま
う現象である。 

(1) The tough soldier that Katie treated in the 
military hospital introduced herself to the 
nurses.  

 本研究では，日本語で割り込み効果を観
察している Ono & Sakai (2010)の研究を出
発点として，具体的にどういう条件が整っ
た時に割り込み効果が生起しやすいのかを
検討する。Ono & Sakai は副詞イッタイを伴

う wh 疑問文の文処理アルゴリズムを調査
する過程において，統語的研究で不適格と
されている刺激文が多くの話者によって適
格と評定されることを観察した。この構文
を使って割り込み効果が生起する条件を更
に詳しく調べることで，英語等他の言語で
見られる割り込み効果と日本語における割
り込み効果の生起条件を比較することがで
きる。 
 
４．研究成果 
本年度は本研究課題における最終年度であ
ったため、これまで実施した研究成果を統
合することを第一の目標として研究を進め
た。昨年度実施した実験結果をもとに再度
実験で使用された刺激文の中身を精査しつ
つ、今後の新たな研究課題につながる課題
の発掘を目指した。以下に今年度の成果に
ついての概要を述べる。 
（１）小野・小畑・中谷 (2014)：本研究で
は、人間の文処理システムと記憶システム
の関係を明らかにしようとしたものである。
先行研究において、文を処理する際に記憶
システムが同時に処理することのできる要
素の数は非常に制限されているとする主張
がある。この主張をもとに、文解析器が文
法的依存関係を構築する方略が記憶システ
ムに様々な阻害効果を引き起こすことにつ
いて議論した。日本語の Wh 句と数量詞が
阻害効果を引き起こすという実験結果を報
告し、Wh 句と数量詞が記憶システムの中
で共に一般量化詞として扱われるというこ
とが主張された。 
（２）Ono & Nakatani (2014)：距離の効
果は作業記憶に対する文処理上の負荷であ
ると考えられているが、多くは英語などの
主要部前置型言語における研究であり、主
要部後置型言語では距離の効果が観察され
ないことが多い。Wh 疑問文をもちいた 2
つの自己ペース読文課題を実施し、Wh 句
と動詞の間に距離の効果を観察した。また、
Wh 句と動詞の間に介在させる言語要素の
効果を観察し、項や付加詞が介在する場合
に比べてト節などの補文が介在した場合に
より大きな処理負荷が生じることを示した。
この効果は、時間的要因よりも類似性など
を基盤とした阻害効果の関与が強く行われ
る。 
（３）久保・小野・田中・小泉・酒井 (2014)：
文処理研究において、目的語が主語に先行
する語順（OS 語順）は目的語の処理が主
語の処理に先行することによって産出され
ると主張されてきた。VOS 語順を代表的な
語順の１つであるカクチケル語（マヤ諸語）
を対象に文産出実験を実施し、この言語で
は主語が処理された後で文末まで要素の保
持がなされるという文産出課程を経ている
と主張された。 
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